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・ミュージカル ・コメディにおける第四の作家
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は じめ に

 musical comedyミ ュ ー ジ カル ・コ メ デ ィに は 四

人 の 作 者 が い る とい うの が 筆 者 の持 論 で あ る。 第
一 の 作 者 はス ク リ プ トscript作 者 で あ る。この場 合

の ス ク リ プ トとは 上演 台 本 の こ と を指 して い る。

ス ク リ プ トは 演 劇 上演 用 台本 と同 じ よ うに 台詞 と

ト書 きか ら構成 され て い る。 ト書 きの部 分 で は登

場 人 物 の 個 性 や 行 動, シ ー ン(場 所, 時 間, 時 代), 

衣 装, 舞 台 装 置 ・照 明 な ど を指 定 し, 更 に音 楽 や

ダ ンス を使 う場所 と使 い 方 に つ い て も言 及 して い

る。 音 楽 や ダ ンス の使 用 に関 してmusical comedy

特 有 の きめ の細 か い記 述 を採 用 して い る の は 当然

で あ る。G)し か しmusical comedyの 台 本 の一 番 の

特 徴 は, 言 って み れ ば演 劇 用 上 演 台 本 とい ち ば ん

異 な る 点 は, 〈歌 詞(lylicリ リ ック)〉 は別 の 第二

の作 者 に よっ て書 か れ る こ とで あ る。 い わ ゆ る作

詞 家 が 台 本 作 家 か ら独 立 し て存 在 す る。 従 っ て

musical comedyの 台本 に は本 の作 者 と歌 詞 の 作 者

〈リ リ ック の作 者 〉が 活 字 とな っ た台 本 に は 同居

し て い る。Cole Porter, Stephen Sondheim, Shelden

Hamickな どは 第二 の作 者 の代 表 で あ る。(2)第三 の

作 者 は作 曲家 で あ る。 作 曲家 はス ク リ プ トの 劇 的

な意 味 を音 楽 に よ っ て一 層 鮮 明 に し, あ る場 合 に

は ス ク リプ トの メ ッセ ー ジ を よ り拡 大 し, よ り明

解 に観 客 に 向か っ て提 示 す る こ とが 可 能 で あ る。

そ し て 第 四 の 作 者 はchoreographerコ レ オ グ ラ

フ ァー で あ る。 コ レオ グ ラ フ ァー は 肉体 の 言 語 を

用 い て ドラマ を語 る こ とが 出 来 る。(3)彼 また は彼

女 が 書 くス ク リ プ トは 言 葉 や音 楽 よ り も表現 が 的

確 で あ り, また 表 現 時 間 の凝 縮 を実現 す る。

 日本 のmusical comedyの 上 演 の歴 史 は20年 を越

え, ス ク リプ トの作 法, 演 出 法, 演 技 法, シ ア ター一

テ クニ ッ ク な どが格 段 に進 歩 した と言 え よ う。 特

にス ク リプ トや音 楽 の よ うに か な りの とこ ろ ま で

記 録性 の あ る もの は舞 台 を離 れ て研 究 で きる ので, 

musical comedyと して の 統 一 性, 流 動 性 を持 っ た

作 品 を作 り出す た め の技 術 は長 足 の進 歩 を遂 げ た。

しか しつ い最:近 まで 記 録 性 が 物 理 的 に 弱 か っ た

choreographyに 関 して の研 究 は た い へ ん立 ち 後 れ

て い る よ うに思 われ る。Christena L. Schlundtの 言

うダ ンスがmusical comedyに 最 高 に貢 献 して い る

〈musicality>(「 ミュ ー一ジ カ ル の 本 質 」)を 追 求 す

る段 階 に到 達 す る まで には しば ら く時 間 が か か る

の で は なか ろ うか。(4)

 この 稿 で は, musical comedyを 集 合 的 な舞 台 芸

術 と して の 演 劇 か ら と らえ, musical comedyに 活

用 され る踊 りの演 劇 的 機 能 につ い て 考 察 す る。 演

劇 の性 質 を その 「集 合性 」に あ る とす れ ば, musical

comedyに お い て は そ の諸 フ ァク タ ー の 「集 合 性 」

は よ り多 岐 に わ た り, か つ結 合性 が 緊密 で あ る と

こ ろか ら, musical comedyの 本 質 は そ の 「総 合 性」

に あ る とア メ リ カの 多 くの研 究者 は指 摘 して い る、

ま た 一 方 で1950年 以 降, ア メ リ カ のmusical

comedyの 「総 合 性 」 を構 築 して きた の はdirector-

choreographerと 言 わ れ る 人 た ち で あ る とい うの も

共 通 した認 識 で あ る。6)こ こで わ れ わ れ の関 心 は

自然 に彼 らがmusical comedyで 何 を したの か に向

け られ る。

 「総 合 性 」 とdirector-choreographer, もっ と厳 密

に 表 現 す れ ば 「総 合 性 」 の 理 論 とdirectotor.

choreographerの 出現 とい うテ ーマ を追 求 す る こ と

に なろ う。 しか しそ の場 合musical comedyの 二 つ

の特 徴 を踏 まえ て進 ま な けれ ば な ら ない と思 う。

一 つ はmusical comedyの 歴 史 は ご く短 い もの で あ

り, 仮 に1943年 のOklahoma!{6'を 出 発 点 とす る な

ら ば ま だ 半 世 紀 に 満 た な い。 も ち ろ んmusical

comedyの 誕 生 はそ の 源 泉 まで た どれ ば, 16世 紀 後

半 に始 まる イ ギ リス の 「認 可 制 魔 をか い くぐる た

め の音 楽 入 り演 劇 」(7)に行 き着 くこ と も可 能 で あ

ろ う し, ま た近 くは1751年 に イギ リス か ら植 民 地

ア メ リカ に輸 出 され たThfee Bdggar's Opera(8/を 一

つ の歴 史 の 区 切 りと して あ げ る こ と も可 能 で あ る。

しか しなが ら今 日mUSiCal COmedyと 言 わ れ る作 品

の基 本 的 な諸 要 素 と様 式 と演 劇 性 を持 った作 品 の

原 点 を求 め れ ば1943年 のOklahoma!か ら先 に進 む

こ とは出 来 ない。 逆 にOklahoma!に お い て作 られ

た踊 りの 機 能 と理 論 を継 承 ・発 展 させ る こ と に

よ って 今 日のmusical comedyの 理 論 が誕 生 した と

言 って も過 言 で は な い。

 Oklahdma!以 前, 19世 紀 後 半 か ら20世 紀 中 葉 ま

で の作 品形 式 の発 達 の歴 史 は驚 くは ど 目ま ぐる し

い。 約100年 の 問 にMinstrelsy, Vaudeville, Bur-

lCsqur, Revue, Operettaと い うい ろい ろ に 形 式 を変

遷 しつ つmusical comedyに 到着 す る。 そ こで ダ ン

ス が, こ の急 速 な加 速 を持 ち, しか も現 在 もなお

変 容 しつ つ あ る芸 術 形 式 を騒 動 す る 中心 の 要 素 と

して機 能 して い る事 実 を忘 れ て は な ら ない。 これ

が 第 一 のmusical comedyの 特 徴 で あ る。

 第 二 に, 急 速 な発 展 の 歴 史 の 弱 点 を補 う に余 り

あ る上 演 回 数 の 多 さで あ る。 世 界 の 舞 台 芸術 の 中
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でmusical comedyの よ う に 短 期 間 に 上 演 回 数 を

重 ね た もの は見 あ た ら な い だ ろ う。 ち な み に1972

年 に 出 版 さ れ たBroadway's Greates Musical(9)や

1976年 に 出 版 さ れ たEncyclopedia of the Musical

Theatre(9), ま た1986年 に 出 版 さ れ たThe British

Musical Theatre Vol.2(9>に よれ ばFiddler on the Roof

を 筆 頭 にHello.Dolly, My Fair Lady, Man of La

Mancha, Oklahoma!の オ リジ ナ ル ・プ ロ ダ ク シ ョ ン

に よる 上 演 回 数 が 米 英 両 国 併 せ て既 に3, 000回 を

越 えて い る。この 上 演 回数 を は ぼ300年 の歴 史 を持

つ 歌 舞伎 の あ る演 目の 今 日 まで の 上 演 回数 の合 計

と単 純比 較 す る こ とは 多 い に危 険 で あ り, かつ 意

味 の ない こ とで は あ る が, 歌 舞伎 の 歴 史 の重 さ と

推 敲 され た芸 術 の完 全 性 に注 日す れ ば, 同 じよ う

にmusical comedyの3, 000回 を 上 回 る 作 品 の 上 演

回 数 は芸 術 と して様 式 を構 築 して 行 くため の実 験

と淘 汰 の機 会 を十 分 に持 ち得 た と評 価 して よか ろ

う。 様 式 の構 築 が 短 期 間 に凝 縮 され つ つ 発 達 して

きた必 然 の結 果 と して の理 論 の弱 さや 基 盤 の も ろ

さを十 分 考 慮 に入 れ た と して も, 優 れ た作 品 の 多

くが3, 000回 以 上 の 上 演 回 数 を越 え て い るmusical

comedyの 特 質 を見 落 と して は な らな い。

 以 上 二 つ の特 質 に留 意 しつ つ, musical comedy

に お け る舞 踊 の 演 劇 的 機 能 につ い て考 察 を進 め て

い きたい。

 先 ず 最 初 に1943年 のOklahoma!以 降 のmusical

comedyに 見 ら れ る 舞 踊 の 機 能 を次 の よ う に分 析

してみ た。

1. ドラマ の プ ロ ッ トを展 開 す る機 能

2. シー ンの ム ー ドや 雰 囲 気 を作 り出す 機 能

3. ドラマ の テ ー マ や 上演 の メ ッセ ー ジ を表 現 す

 る機 能

4.台 詞 と同 じよ うに語 る機 能

5. シー ンの ク ラ イマ ック ス を維 持 す る 機 能

6. 登場 人 物 の 性 格 を表 現 す る機 能

7. スペ ク タ ク ル を構 築 す る機 能

 もち ろ ん この 他 に演 劇 に深 く係 わ る 「娯 楽性 」, 

「ダイ ナ ミズム 」, 「コ ミカ ル性 」, 「悲 劇 性 」, 「ア

ク ロバ ッ ト的 緊 張 感 」 な どい ろ い ろ な表 現 機 能 を

持 っ てい るが, そ れ ら は む しろ舞 踊 固有 の機 能 で

あ っ た り, 演 劇 と共 通 す る 機 能 で あ る と考 え られ

る。

 まず 「演 劇 的機 能」 とい う言 葉 の 意 味 につ い て

明 確 な領域 線 を 引 い て お きた い。 演 劇 も舞 踊 も人

間全 体 を代 表 す る行 為 者 に よる 人 間 の 「生 きざ ま」

の 表 現 で あ ろ う。 人 間全 体 とい う言 葉 の 中 には 自

分 自身 が含 まれ て い る の は 当然 で あ る。 人 間 の あ

る欲 求 が充 足 を求 め よ う とす る。 生 命 は そ の た め

の 内 的 エ ネ ル ギ ー を喚 起 し, 欲 求 を充 定 す る た め

の行 動 を選 択 しよ う とす る。 多 様 な選 択 肢 の 中 か

らあ る行 動 を決 定 し, その 行 動 に エ ネ ル ギ ー を注

入す ることによって初めて内的な欲求が行動 と

なって表出する。言語や身体に現われたいろいろ

な変化を読むことによって, その人間の内的な欲

求を周囲の人間が判断 し, 理解する。(10)

 演劇や舞踊もこの人間の行動パターンを表現の

ためのメソッドとして採用 している。ただ身体の

内部(身 体のセンター, または皮膚の内側とい う

名称でここでは呼んでおきたい)に 現われる変化

をどういう法則で, どういう形式で, どういう表

現のフィルターを使って取捨選択 して使用するか

の相違が両者を区別 しているに過ぎないと考えら

れる。ある時代, ある状況に生きている人間のあ

る姿のどのアスペク トを, どういう身体の使い方

で表わそうとも芸術家を表現に駆 り立てた衝動の

内容は同じであるに違いない。表現の創造メソッ

ドに関 して, 演劇や舞踊に携わる芸術家の芸術的

衝動から行動を選択するまでのプロセスはまった

く同 じであ り, 選択 した行動を遂行する時にどう
いう表現フィルターを通過させ, どういう法則 と

形式 に整理するかの違い しかない。従って演劇 と

舞踊は身体 を表現の道具としている, 精神の衝動

に起因する内面的行動の外面的現れ(心 の表現)

であると言ってよい。そこで舞踊が 「演劇的」で

あるという言葉は, 演劇 が得意とするシステムを

舞踊が同レベルで駆使する, または演劇のシステ

ムを舞踊が より高いレベルで駆使する場合を意味

していると考えられる。ただ演劇が舞踊に比して

具象的であり, 表現の道具が多 く, 叙述的である。
一方, 舞踊は行動の リズム, テンポ, パ ターンの

幾何学的 ・記号的処理, またイメージから抽出さ

れたシンボリックな処理に優れていることからよ

り抽象性の高いものにならざるを得ない。そこで

「演劇的」 という言葉は単純に 「具象性」が強い

舞踊 と考 えるよりも, 「抽象性」が より具象的で

ある舞踊 を指 していると考えてよかろう。

1. ドラマのプロッ トを展開する機能

 The Idea of a Theatre(『演劇の理念』)を 著わ し

たFrancis Fergussonフ ランシス ・ファーガソンは

「プロットは, 行動の模倣である……なぜならば, 

プロットによって私はここでは, 出来事の組立て

を意味するからだ…… しか し, すべてのうちで最

も重要なのは, 出来事の組み立てである。なぜな

らば, 悲劇は, 人間のではなく, 行動の, 生活の

模倣であるし, 生活は, 行動のうちにあ り, その

目的は, ある様式の行動であって, 或る性質では

ないのだからである。」, また 「プロッ トの最も一

般的な定義は, 〈悲劇の第一の原理, いわばその魂 〉

だ。そしてこれはすべてのプロットに妥当するの

である。」(11)と述べ, プロットの二つのアスペク

ト 「悲劇の魂」 としてのプロットと, 「観客を動

かす手段」 としてのプロットを指摘 している。
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 Arthur LaurentsのWest Side Storyの 台 本 は ト書

きの緻 密 さ にお い て優 れ てい る。(12)台本 か ら は「い

つ, ど こで, だ れ が, 何 を, ど うい うふ う に, な

ぜ す る か」 を的確 に読 み と る こ とが 出 来 る。 しか

し この よ う な詳 細 な指 定 は決 して 目新 しい もの で

は な く, 同 じア メ リカ の劇 作 家Eugene O'Neillユ ー一

ジ ン ・オニ ー ル の 膨 大 な ト書 きはLaurentsの 比 で

は な い。 け れ ど も オニ ール の ト書 きは ダ ンス ・プ

ロ ッ トに す る た め の ト書 きで は な い こ とは一 読 す

れ ば 明 らか で あ る。Laurentsは 説 明 と解 釈 を避 け, 

行 動 の み を記 述 した の で あ る。 そ して そ れが 従 来

のmusical comedyの 台 本 に見 られ な い詳 細 な ト書

きの文 章 とな って い る。 彼 が 記述 して い る行 動 は

フ ァー ガ ソ ンが 「ア リス トテ レス の プ ロ ッ ト」 と

呼 ぶ とこ ろ の行 動 の模 倣 の あ るべ き姿 で あ り, そ

の 結 果 と して起 こる 出 来事 を見 事 に組 み 立 てて い

る, と私 は思 う。

 とこ ろでLaurentsは ダ ンス の台 本 を書 い たの で

は な く, choreographerの た め の台 本 を書 い た の で

あ る。choreographerは この台 本 を も と に ダ ンス の

台 本 を書 き上 げ る。 ダ ンス台 本 をわ れ わ れ は活 字

で 読 む こ とは不 可 能 で あ るが, 身 体 表 現 に よ って

記 述 さ れ た言 葉 を舞 台 と映像 を通 して 読 む こ とが

出 来 る。 コ レオ グ ラ フ ァ ・Robbinsが 書 い た 身 体

表 現 の 言 語 は実 に簡 潔 で, 的確 で あ り, 指 示 的 で, 

個 性 的 で あ る。 手 の高 さの違 い, 手 の ひ らの使 い

方 の 違 い, ジ ャ ンプ の使 い方 の違 い, 肘 下 の 空 間

の 違 い, ス テ ップ の違 い, 前 こ ごみ にな った姿 勢

の 違 い, す べ てがWest Side Storyの 少 年 た ち の言

葉 と な っ て観 客 に語 りか け て くる。 そ して この 身

体 言 語 は同 時 に ま た 「直 接 的 な行 動」 で もあ る か

ら, 身 体 言 語 に よ っ て語 られ る メ ッセ ー ジ は行 動

そ の も の を 展 開 し て く れ る。 従 っ てWest Side

Storyの ダ ンス は 身体 言 語 で あ る と 同 時 に直 接 的

な行 動 で あ る二 つ の 機 能 を駆 使 して次 々 に プ ロ ッ

トを積 み 重 ね, 出 来 事 を組 み 立 て得 る と言 っ て よ

か ろ う。 この 直接 的 な行 動 を展 開 で きな い演 劇 は

プ ロ ッ トを展 開 す るの に どれ ほ ど多 くの言 葉 を浪

費 す る か計 り知 れ ない の で あ る。

 Prolougeに お け る二 つ の優 秀 な プ ロ ッ トをぜ ひ

指 摘 して お か な け れ ば な ら ない。 そ れ はRobbins

が演 劇 や舞 踊 にお け る ドラマ とは何 か を見 事 に提

示 した 二 つ の 手 法 で あ る。一 つ はバ ス ケ ッ ト・ボ ー

ル の ボ ー ル の使 い 方 で あ り, も う一 つ は路 面 に絵

を描 い て遊 ぶ 少 女 の使 い 方 で あ る。 一一見 両 者 の演

劇 的意 味 は情 景描 写 の ため の 一 つ の モ メ ン トと し

て配 置 され て い る か の よ う に さ りげ な い。 しか し

両 方 の モ メ ン トを行 動, そ の結 果 生 ま れ る一 つ の

プ ロ ッ トと して と らえ れ ば, 両者 の意 味 は ま っ た

く違 っ て くる。 両 者 は 少 年 た ち の行 動 を 中断 させ

る か, 行 動 を修 正 させ る 大 きな力 と してRobbins

は描 い て い る。 子 供 た ちが 遊 ん で い た ボ ー ル が

ジ ェ ッ ト団 の 少 年 た ち の 足 元 に転 が っ て く る。

た っ た一 個 の ボ ー ル に よ って 彼 らの 行 動 は中 断 さ

れ て し ま う。 更 に その ボ ール を拾 っ た彼 らは 次 に

ど うい う行 動 を とるか 判 断 を迫 られ る。 ドラマ と

は ま さに この こ とを指 して い る。 行 動 が あ る内 的

あ る い は外 的 な刺 激 に よ って 中 断 され, 新 た な行

動 の選 択 を迫 られ た時 に, そ こ に生 まれ る緊 張 の

瞬 間 を ク ラ イ シ ス と呼 び慣 わ して い る。 観 客 は 登

場 人物 が ど うい う行 動 を選 択 す るか を期待 す る。

West Side Storyの この プ ロ ッ トはPrologueの 中 で

も大 きな ドラマ を表 現 す る 一 つ と して 高 く評 価 さ

れ な けれ ば な ら ない。 も う一 つ の路 面 に絵 を描 く

少 女 は映 画West Side Storyに 使 わ れ て い る。 少 女

の 描 く絵 は少 年 た ちの 進路 を妨 害 す る。 少年 た ち

の 行 動 の 選 択肢 は最 終 的 には二 つ に 絞 られ る。 一

つ は絵 の 上 を突 き切 る か, 進 路 を変 更 す る かで あ

る。 この 選 択 の 瞬 間 も また大 きな ク ラ イ シ ス を作

りだ して い る。 身体 言 語 で描 か れ た台 本 は少 年 た

ち に進 路 を修 正 させ て い る。

 この 二 つ の プ ロ ッ トはFrancis Fergussonが 言 う

と ころ の ドラマ の原 理 と して の 「魂 」 を表 現 して

い る。 二 つ の プ ロ ッ トは不 良 少 年 の 魂 の一 瞬 の 輝

き を照 ら し出 す こ とに よっ て, 彼 ら の 内面 に存 在

す る不 滅 の 人 間 性 を描 き出 す。 そ うす る こ と に

よ って この ドラマ を高 貴 な暖 か い 「人 間 の ドラマ」

で あ る こ と を観 客 に印 象 づ け よ う と してい る。 い

や, そ れ だ け に留 ま ら な い。 少 年 た ち の魂 の 内 部

に くす ぶ る不 良性 と人 間性 の 二 つ の 矛 盾 す る性 行

は やが て訪 れ る悲 劇 へ の 大 切 なモ チ ー フで あ る こ

とを象 徴 的 に描 き出 してい る と言 え よ う。

 プ ロ ッ トを展 開す る機 能 の 例 と して, West Side

Storyか ら も う一 つ の シ ー ン, 「体 育 館 の シー ン」

を取 り上 げ てお きたい。 こ こで マ リ ア と トニ ー が

初 め て 出 合 う。40小 節 の ダ ンス は トニ ー とマ リ ア

の 「出合 い」, 「接 近 」, 「恋 をす る」 一 連 の プ ロ ッ

トを余 す とこ ろ な く描 き き って い る。 この 三 つ の

プ ロ ッ トはmusical comedyの 不 可 欠 な要 素 と して

定 着 し, ドラマ ツル ギ ー の 中心 に お か れ て い た。q31

従 っ て 「出 会 い 」, 「接 近 」, 「恋 をす る」 とい うプ

ロ ッ トはそ れ まで のmusical comedyで は た い へ ん

丁 寧 に描 か れ て い た。 例 えば1943年 に初 演 され た

Oklahoma!の 中 で は, Curlyカ ー リー とLaureyロ ー

レ イ が 三 つ の プ ロ ッ ト を達 成 して"People Will

Say We're in Love"を 歌 う ま で"Oh, What a

Beautiful Morning", "The Surrey with the Fringe on

ToP", "I Cain't Say No", "Mant a New Day"と

ミ ュ ー ジ カ ル ・ナ ン バ ー が 続 く1シ ー ン を ま る ま

る 費 や して い る。

 不 必 要 な も の を 一 切 そ ぎ 落 と し た 時 間 の 凝 縮 に

よ っ て プ ロ ッ トが 加 速 さ れ て 発 展 す るWest Side

Storyはmusical comedyの 新 し い ド ラ マ ツ ル ギ ー

で あ り, 展 開 さ れ た プ ロ ッ トが ど の よ う に 発 展 す
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る か に ドラ マ の焦 点 が 移 行 す る。

 「体 育館 の シー ン」の ダ ン ス は ま た次 の よ う な演

劇 の持 つ 文 学 性 を わ れ わ れ に与 えて くれ る。 単 純

で, 幼 稚 な, そ れ で い て ど こか に高貴 な 雰 囲 気 を

た だ よわせ たバ レエ は二 人 の 純粋 な愛 の 証 で あ り, 

ぎこ ち ない よ う に見 え る ス テ ップ は 人 間 の 内 面 に

蓄 積 した愛 の エ ネ ル ギ ー の排 出 ロ を心 な らず も塞

い で い る硬 直 した筋 肉の お の の きを シ ンボ ラ イ ズ

して い る。 また バ レエ の活 用 は体 育 館 の ダ ンス と

コ ン トラス トを な し, 愛 に気 品 を もた ら して い る。

そ れ は あ た か も矢代 静 一 作 『宮 城 野 』 の 中で 岡場

所 の 最 下級 の 唱 婦 宮 城 野 が 「… … あ たい はね, 水

呑 み 百姓 の娘 だ け ど, チ ンチ ンチ ンチ ン って 音 に, 

そ っ と耳 をす ま して い る と き はね, ど この お 姫様

よ りも, ず っ とず っ と, 気 高 い 女 が あ た い なん だ っ

て, 胸, 張 っ ち ゃ う。 恋 って, ほん と に うれ しい

もの な の ね え。」(14)と心 情 を吐 露 す る の に も似 て い

る。 い や通 じて い る と言 って よか ろ う。 筆者 には

あ の ダ ンス を ア カ デ ミ ッ ク に分析 し, そ こか ら意

味 を引 き出 して くる専 門 的知 識 は残 念 な が らな い

が, 始 めて 出 会 っ た二 人が 一 瞬 に して恋 に 陥 っ た

瞬 間 の心 理, す な わ ち そ こで は 自分 た ち の 身分 も

境 遇 も忘 れ て 愛 す る魂 が 空 間 を飛 翔 し, 崇 高 な時

間 を体 験 して い る事 実 を あ の踊 りは表 現 してい る

と断 言 で き る。 そ して演 劇 の よ うに台 詞 を語 らな

けれ ば な ら ない と した ら, きっ と宮 城 野 と同 じ様

な言 葉 を語 った で あ ろ う。

2. ドラ マ の テ-マ や 上 演 の メ ッ セー ジ を支 え る

 機 能

 ミュ ー ジ カ ル の 発 達 の 歴 史 を語 る 時, musical

comedyの テ ー マ が 従 来 の 枠 を 超 え た作 品 例 と し

て1949年 に 初演 され たSouth Pacific(15)がい つ も取

り上 げ られ る。(16)アメ リカ のmusical comedyの 歴

史 は ミ ンス トレル ・シ ョウminstrely, ヴ ォー ドヴ ィ

ルvaudeville, バ ー レス クburlesque, レヴ ュrevue, 

コ ミ ック ・オペ ラcomic opereへ と発展 し, 今 日の

musical comedyの 出 発 点 と な っ た作 品Oklahoma!

へ とつ なが る の で あ る が, これ らの発 達 段 階 に共

通 す る文 学 的 特 徴 は テ ー マ の 不 在 で あ っ た。 こ の

こ とは 当時 の人 た ち に とっ て 少 し も不 都 合 な こ と

で も, 恥 ず か しい こ とで もな か っ た。 なぜ な らば

musical comedyは 純 粋 に娯 楽作 品 で あ り, 上 演 の

目的 ・使 命 は優 れ た芸 人 た ち の技 量 を披 露 し, 観

客 た ち を一 夜 堪 能 させ る こ とに あ っ た。 従 っ て今

日 の わ れ わ れ がmusical comedyに 求 め る演 劇 的

メ ッセ ー ジ は最 初 か ら完 全 に無 視 して作 られ て い

たの で あ る。 発 達 後 期 の段 階 に な っ て台 本 が だ ん

だ ん と整 備 され, よ うや く一 貫 した ス トー リー に

基 づ い た演 出 が と られ る よ う に な るが, 決 して 複

雑 なス トー リー や 屈 折 した登 場 人 物 は採 用 され な

か った。 プ ロ ッ トの パ タ ー ンは決 ま って い た。「若

い男 女 が 出 会 う。 恋 に陥 る。 い ろい ろ な 問題 が 起

こ る。 しか し最 後 に恋 は 実 る」, こ うい う プ ロ ッ

トが 当 時 の 典 型 で あ っ た.musical comedyの 歴 史

に ダ ンス の新 しい 一 ペ ー ジ を書 き加 え た と高 く評

価 さ れ るOklahoma!で さえ プ ロ ッ トとテ ー マ に関

す る 限 り今 まで のパ ター ン を脱 して は い な か った。

と こ ろがSouth Pacificはmusical comedyに お け る

テ ー マ の概 念 を破 壊 し, 従 来 シ リア ス で あ る とか, 

娯 楽 に馴 染 ま な い とい う理 由 で忌 避 さ れ て い た新

し い テ ー マ の あ り方 を提 起 し た と言 わ れ て い

る。qη この 作 品 で は二 つ の 恋 が 描 か れ て い る が, 

いず れ の 恋 も人 種 の 壁 に突 き当 た る。 ア ー カ ン ソ

ス 出 身 の看 護 婦 ネ リー は フ ラ ンス 人 の 恋 人 が か つ

て は ポ リネ シ ア人 の女 性 と結 婚 しポ リネ シア 人 の

子 供 を も うけ て い る こ とに こだ わ る。 海 軍 中尉 で

あ る ケ イ ブ ル は異 人種 で あ る南 太 平 洋 の 島 の女 性

と結 塘 す る こ とを両 親 が 認 め て くれ な い だ ろ う と

悩 む。musical comedyの プ ロ ッ トが 展 開 す る愛 の

テ ー マ は ア メ リカ 白人 社 会 の 結 婚 観 を否 定 す る方

向 を打 ち出 したの で あ る。 これ は シ リア ス な, そ

して ス トレ ー ト ・ドラマ と言 わ れ る演 劇 の世 界 で

は 決 して 画 期 的 なテ ー マ で は なか った が, musical

comedyの 世 界 で は 愛 とい う素 材 を人 種 問 題 や 社

会 問題 を巻 き込 ん で の愛 の テ ー マ に拡 大 す る こ と

は これ まで なか った の で あ る。

 しか しSouth Pacificの よ う に ロマ ンテ ィ ック な

雰 囲 気 の 中 で, 「愛 の 可 能 性 を う た う」 こ と に成

功 した作 品, 別 の言 い方 をす れ ば 「人種 問題 を超

越 した愛 の昇 華 を うた う」 こ とに成 功 した作 品 は

トー タ ル と して の台 本 の良 さ に も負 う とこ ろが 多

い と言 え よ う。 そ れ まで に も多 くの作 品が 人 種 問

題 に関 す る積 極 的 な メ ッセ ー ジ を送 りだ そ う と試

み て きて い る。 例 え ば1930年 代 の 「黒 人 ミュ ー ジ

カ ル」(18)と呼 ばれ る もの が そ れ で あ る。 しか し当

時 は い ま だ 社 会 性 の 強 い テ ー マ を持 っ たmusical

comedyは 一 般 の 観 客 か ら評 価 さ れ る に 至 ら な

か っ た。

 と ころ で 台 本 の テー マ の 歴 史 的 変 遷 は上 記 の よ

うで あ った が, そ の よ うな 台 本 の テ ー マ を どの よ

うに 表 出 す るか とい う純粋 に演 劇 的 な 問 題 は も う
一 つ の 発展 の 流 れ を作 って い る と言 え よ う。 これ

は と り もな お さずmusical comedyの 「演 出」 の 流

れ で あ り, そ の 中 に 「言葉 と関 わ る演 出 」 と 「音

楽 に関 わ る演 出」, そ して 「舞 踊 と関 わ る 演 出 」

が 存 在 す る。

 舞 踊 が 台 本 の テ ー マ の表 出 に 関 わ り, そ して 舞

踊 がmusical comedyの 演 出 に 大 き く寄 与 した 作 品

はOklahoma!で あ る と 言 わ れ る。 Oklahoma!の

choreographerはAgnes de Milleで あ っ たが, 彼 女 は

次 の よ うな革 新 的 な舞 踊 表 現 で ドラ マ の メ ッセ ー

ジ を支 え る こ とに成 功 して い る。The Dream Ballet

の シ ー ン で, ロ ー リ ー は 白 日夢 を 見 る。 彼 女 が
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カ ー リー と結 婚 し よ う とす る時, ジ ャ ッ ドが 現 れ, 

ロ 「 リー を徹 底 的 に打 ち の め す。 そ し て 彼 女 は

ジ ャ ッ ドに連 れ去 られ る。 この バ レエ ・シー ンは

多 くの 事 実 を わ れ わ れ に語 りか け て い る。 ま ず

ロー リー の精 神 の 内 側 に潜 ん で い る 恐怖 を, そ れ

を演 劇 的 な言 葉 に書 き換 えれ ば, 彼 女 の葛 藤 が生

み 出す 行 動 に よっ て 恐 怖 を ヴ ィジ ュ ア ライ ズ して

い る。 次 に ジ ャ ッ ドの 精神 が 生 きて い る 暗 い生 活

をス ケ ッチす る と同 時 に彼 の 精神 に潜 在 す る欲 求

を行 動 化 す る こ とに よ って彼 の 人格 を描 写 す る。

身体 言 語 に よ っ て書 か れ た 台本 は この よ うな事 実

を語 る こ とに よ っ て, ク ライ マ ック ス へ と進 む二

つ の テ ー ゼ の抗 争 と葛 藤 を明 らか に し よ う とす る。

す な わ ち一 つ の テ ー ゼ は ロー リーが 愛 を成 就 させ

た い と願 う精 神 の働 きで あ り, 反 対 の テ ー ゼ は彼

女 の愛 を 阻止 し よ う とす る ジ ャ ッ ドの精 神 の働 き

で あ る。 この 二 つ の テ ー ゼ を演 劇 的 に処 理 す るの

で は な く, balletを 使 って 表現 して い る。こ の シ ー

ンが 途 中 に挿 入 さ れ て い る こ とで観 客 は抗 争 す る

ドラマ の 二 つ の 線 を 明 瞭 に理 解 す る こ とが で き る。

The Dream Balletと して 描 か れ た こ とで ドラ マ の

こ の問 題 が 現 実 にお い て ど う処 理 され るか とい う

課 題 が 観 客 に 残 さ れ る。 そ して こ の 課 題 が 愛 の

テー マ を支 え る ア ンチ ・テ ーゼ と して 見 事 に観 客

の心 に顕 在 化 して くる ので あ る。

 Oklahoma!のballetはAgnes de Milleが ち密 に計

:算 した シ ー ンで あ る。そ れ はballetが 北 イ タ リア に

生 まれ, そ の 後 フ ラ ンス に渡 り, 宮 廷 にお け る 重

要 な シア トリ カル な エ ン ター テ イメ ン トと して発

達 して きた 歴 史 や18世 紀 の 末 に24人 の フ ラ ンス 人

職 業 ダ ンサ ー が アメ リ カ東 海 岸 目指 して 大 西 洋 を

渡 り, そ れ まで の ア メ リ カの ダ ンス に大 きな影 響

を与 え た歴 史(特 に1752年 以 来 上 演 活動 を して き

た 〔Old American Company〕 に与 え た影 響 は大 き

く, そ の結 果 今 まで のjig, reel, hompipe, フ ラ ンス

宮 廷 舞 踊 ま が い の もの か ら脱 却 し, 三 幕 もの の

pantomime-ballet, comic ballets, villageoises, pastoral

balletsな どが 主 流 を 占 め る よ うに な った 歴 史)(19)

や そ の後 に太 平 洋 を渡 っ た多 くのバ レ リー ナ た ち

に よ っ て育 まれ, 改 革 され, 蓄 積 され た ア メ リカ ・

バ レエ の150年 間 の歴 史, そ う い う一 切 の 歴 史 の 重

さ を彼 女 は15分30秒 の シ ー ン に集 約 して い る と

言 って よか ろ う。

3.台 詞 と同 じ よ う に語 る機 能

 この ヘ ッ ドラ イ ン は正 確 に は 「台 詞 の代 わ りを

し, 音 楽 と一 緒 にな って 台 詞 以 上 に台本 の 意味 を

行動 化 し, 伝 達 す る機 能 を持 って い る」 と書 き改

め るべ きだ ろ う。

 ギ リシ ャの 演 劇 は コ ロス に よる歌 と踊 りを軸 に

して, 初 期 にお い て は 一 人 の俳 優, ア イ ス キ ュ ロ

ス の時 代 に な っ て三 人 の俳 優 に よ っ て演 じ られ た

と言 う。Pergamumの 劇 場 やEpidaurusの 劇場 を見

て も踊 りの た め の20メ ー トルのorchestraが 舞 台 の

中心 で あ り, 演 技 の た め のproskenionはorchestra

の背 後 に付 属 品 の ご と く配 置 され て い る事 実 を見

て もギ リシ ャ演 劇 にお け る コ ロス, つ ま り踊 りと

音 楽 の重 要 性 が 理 解 され る。(20)この よ うな構 造 を

持 っ て い た演 劇 が お お よそ10世 紀 にわ た る 中 世 の

演 劇 排 除 の歴 史 を く ぐ り抜 け て 再 び 演 劇 と して の

ア イ デ ンテ ィ テ ィ ー を獲 得 した 時 か ら俳 優 の 台詞

を 中心 とす る い わ ゆ るspoken dramaと い う形 式 に

変 貌 した。 シ ェ クス ピ アの 劇 は所 々 に歌 や ダ ンス

を 積 極 的 に活 用 しよ う とす る 痕 跡 が残 され て い る

よ う に思 われ る。 例 え ばHamletの 中 でOpheliaが

歌 うSaint Valentine's Day, ま たOthelloの 中 で

Desdemonaが 歌 うThe Willow song(21)な どの 演 劇

的 機i能は, Romeo and Julietの 中の 「キ ャ ピュ レ ッ

ト家 の 広 間 」 の ダ ンス(ト 書 きに は 〔音 楽 が 始 ま

り, み ん な踊 る 〕 と指 定 が あ る)や 「ヴ ェ ロ ー ナ

の 広 場 」 の 乱 闘(1・ 書 きに は 〔彼 ら戦 う〕, 〔二 人

戦 う。 両 家 の 者 数 人登 場 し, 喧 嘩 に加 わ る。 つ づ

い て 市 民 た ち, 棍 棒 を手 に して登 場 〕 とあ り, そ

の 後 に 「棍 棒 だ, 槍 た, 矛 だ, う て, う ち倒 せ, 

キ ャ ピ ュ レ ッ トを や っつ け ろ, モ ン タ ー ギ ュ を

や っ つ け ろ!と い う 台 詞 が あ る), ま たAMid-

summer Nighfs Dreamの 第五 幕 第 一場 「シ イ シュ ウ

ス の宮 殿 の大 広 間」にお け る妖 精 の女 王Titania, そ

して妖 精 に よる歌 と舞 踊(ト 書 き に は 〔オー ペ ロ

ン音 頭 を と り, 妖 精 た ち合 唱 す る。 そ して 手 をつ

な い で大 広 間 を ま わ っ て舞 踊 す る〕 と書 か れ て い

る)な ど と呼 応 す る重 要 な演 劇 的 なエ レ メ ン トで

あ っ た。 しか し依 然 と して ス トイ ッ ク な宗 教 的色

彩 の 強 い16, 7世 紀 に あ っ て は 舞 踊 や音 楽 の 機 能

は ギ リシ ャ悲 劇 の時代 に比 べ れ ば は るか に後 退 し

て い る。 シ ェ ー クス ピ ア以 降, 一般 論 と して, 西

洋 の近 代 劇 は台 本 の 意 味 を表現 す る 手段 と して台

詞 を 中心 に して 発 達 して きた と言 わ れ て い る。

 しか しそ うい う演 劇 に平 行 す る よ う に流 れ る

musical theatreと い う も う一 つ の 流 れ が 台 詞 と音

楽 と舞 踊 の 三 つ の 要素 を混 在 させ な が ら20世 紀 に

た ど り着 い て い る。 そ の 中 で芸 術 表 現 と して, ま

た エ ン ター テ イ メ ン トと して技 術 や理 論 の構 築 性

が 高 い の はmusical comedyで あ る とす る の も是 認

され る一 般 論 で あ ろ う。 そ のmusical comedyで は

音 楽 と簡 潔 な言 葉 が 結 合 した歌 が 台 詞 の代 わ り と

して の位 置 を, ム ー ブ メ ン トの イ メ ー ジが 音 楽 と

結 合 した ダ ンスが 台 詞 の代 わ りと して の位 置 を同

じ よ うに 占 め てい る。

 Kislanの 「ム ー ブ メ ン トは言 葉 よ り 自然 に行 動

を展 開 す る」(22)とい う見 解 は卓 越 した 表現 理 論 で

あ る と私 は共 鳴 す る。Stanislavskiは 言 葉 表現 の 中

に含 まれ る意 味 の 二 重構 造 の上 に演 技 を顕 在 化 す

るた め の 「行 動 」 の理 論 を確 立 した が, そ れ も言
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葉に惑わされて演技者が見落しがちな内的な行動

欲求を表現するための科学的な演技論である。

 ある欲求に裏打ちされた行動エネルギーを表現

するために書かれた台詞を純粋に言葉表現として

伝えようとする演技理論 と, 言葉表現と身体表現

の調和の上にたって積極的にヴィジュアライズ し

ようとする演技理論 とは巨大な隔たりの両端に位

置する。 しかし 「純粋に言葉表現 として伝えよう

とする ドラマツルギー」 と 「言葉表現 と身体表現

の調和の上にたって積極的にヴィジュアライズし

ようとする ドラマツルギー」 とはまったく異質で

あると思われる。Kislanは 後者の ドラマツルギー

の立場から発言 しているのであり, いわば彼の芸

術理念が演劇や舞踊という既製の枠を取 り払った

ところで両者の機能の本質を論 じているのであろ

う。たしかに表現媒体として言葉や身体にのみこ

だわることの窮屈さをいろいろなジャンルの舞台

芸術に携わった人の多 くが経験 しているはずであ

る。反対に一つの表現媒体に執着することの素晴

らしさや楽 しさもまた多 くの人が体験 しているは

ずである。Kislanが 優れているとすれば彼が舞台

芸術の新しいスタイルを模索 し, その一つの試み

としてmusical comedyを イメージした時, musical

comedyの 一つの特徴であるムーブメントは人間

の行動を言葉以上にス トレー トに映し出すことが

出来ると着眼した点であろうと思 う。

 この論 を最 も顕著に示 している例 としてWest

Side StoryのAmericaとGee Officer Krupkeが あげ'

られる。しか しGee Ofncer Krupkeは やや身体言語

が説明的に, つまりアクション風に作 られている

ため舞踊 としての技術 と感性による構築性に欠け

るきらいがある。そこでAmericaに ついてのみ四

人の作家の創造作業の内容に関 して考察を試みた

い 。

 このシーンの構造は大変簡潔である。プエル ト

リコからアメリカに移住 した貧 しいプエル トリカ

ンの少年少女がアメリカとプエル トリコとどっち

がいいか議論する。 ロザリアという少女一人だけ

が祖国プエル トリコへの望郷の念 を表明する。他

の少年少女たちはアメリカの移民 ・人種政策がも

たらす矛盾に反発を感 じなが らも物質文明に富ん

だアメリカ社会を支持する。彼 らはロザリアのプ

エル トリコ賛歌を椰楡する。ここでは三人の作家

すなわちリリックの作家, 音楽の作家, ダンスの

作家の共同作業が225小 節の音楽の中に巧みに凝

縮 されている。 リリックは両者の主張は解決され

ることのない平行する意見であ り, 皮相な議論で

あることを描きながら, しか し彼らが提起する事

実はアメリカ社会の日陰の部分に潜む社会問題を

鋭 く浮き彫 りにする。

 リリック作家Stephen Sondheimは このシーンの

対立の内容とムー ドと意味を表現するためにいつ

も対比するセンテンスで節を構成 している。対比

は相手の考えを否定するために言葉尻 を入れ替え

るだけで相手の主張を逆用する表現 とか, 相手の

主張を受け継いでそのコンテクス トの中で発展 さ

せ意味を歪曲して しまう表現を主軸にして書いて

いる。前者の例は.

Puerto Rico

You lovely island

Island of tropical breezes.

 Always the pineapples growing,

 Always the coffee blossoms blowing

と歌うロザリアの歌詞に対比するアニタの以下の

歌詞である。

Puerto Rico

You ugly island

Island of tropical diseases.

 Always the hurricanes blowing,

 Always the population growing

アニタは続けて次のように歌うが, これはロザリ

アのコンテクス トを逆用 して反対の考えを発展 さ

せる後者の例である。

And the money owing,

And the babies crying,

And the bullets flying.

またロザリアとアニタが対話形式で歌う次の歌 も

後者の例 として指摘できる。

ROSALIA Ill drive a Buick through San Juan

ANITA If there's a road you can drive on 

ROSALIA I'll give my cousins a free ride"

ANITA How you get all of them inside?

音 楽 の作 家LeonaldBemsteinは 当 然 の こ とな が

ら リズ ム の 中 に プエ ル トリカ ン の生 活 と文 化 を 映

し, リフ レイ ンす る メ ロ デ ィーの 中 に椰 楡 を表 現

す る。 そ の メ ロデ ィは音 階 の 上 昇 に よ っ て リフ レ

イ ンを強 調 し性 格 づ けす る。 か つ ま た フ レイ ズ の

最 後 が 下 が る メ ロデ ィー の 進行 は 嘲 笑 の 抑 揚 を 聞

く人 に直 感 させ る。 軽 快 な 嘲 笑 と椰 楡 はmusical

comedyに お け る 「コメ デ ィ ・ソ ン グ」 の 機 能 を遺

憾 な く発揮 し, シ リア ス に な りが ち な シー ンの 連

続 に一場 の 笑 い を もた ら して くれ る。 この コ ミカ

ル ・ソ ング は他 の歌 とそ の 明度 に お い て 的確 な コ

ン トラ ス トを な し, 前 後 の シ ー ンの シ リア ス性 を

一 段 と 引 き 立 て て い る の で あ る。 ち ょ う ど

Oklahoma!のAlrerNothingの 歌 が 「コ ミカル ・ソ

ン グ」 と して プ ロ ッ トの 運 び に変 化 を与 え て い る

の と同 じ機 能 を果 た して い る。

と こ ろ でAmericaの ダ ン ス は 導 入 の 部 分 で は

少 々 ア ク シ ョン的 な様 相 を示 す が, 徐 々 に舞 踊 的

な 表 現 へ と移行 して い く。 すべ て の ム ー ブ メ ン ト

が 内 的 な必 然性 とエ ネ ル ギ ー に突 き動 か され た筋

肉 の 運動 に変 化 して い く。 どの ム ー ブ メ ン トを取
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り上げても内的エネルギーの質とそのエネルギー

が誰に, どのように, どうして放たれるのか見え

て くる。ムーブメントは心の中に発生する衝動や

欲求のエネルギーが肉体を貫いて走る稲妻の流れ

であ り, 間断なく押 し寄せる内的衝動 はムーブメ

ントという稲妻となって空間を切 り裂いてい く。

従 って言葉は副次的な存在となり, 内的衝動の表

面的な意味をなぞるかのごとく聞こえる。そ して

衝動 そのもののあからさまな姿を肉体が映し出す

のである。

 肉体と心は一体の存在であ り, 心の時間的変化

やエネルギー量の変化, またその変化の形態特性

を最初に察知し, 反応し, 変容するのは皮膚の内

側の肉体である。皮膚の内側の肉体の変容は, 一
つは知的処理によって言葉という形態に還元 され

て皮膚の外側へ現出する。二つは変容が皮膚の外

側へ発散することなく, そのまま皮膚の内側に封

鎖 され, 芸術的処理によって身体のムーブメント

となって展開される。 これが舞踊であると考えて

よいのではなかろうか。

 皮膚の内側の肉体の変容がかかえているエネル

ギーが一枚の皮膚 によって内封 された, このス ト

イックな表現はそれを目撃する人に皮膚に亀裂が

生 じて肉体の内部が溢れでて来るかもしれないと

いうムーブメントの危機感を味わわせてくれる。

舞踊の魅力はひとえにこの舞踊独特のクライシス

にかかっていると私は解釈 している。

 舞踊の 「台詞 と同じように語る機能」について

は次のように考えることが出来よう。すなわち台

詞 とムーブメン トの相違は肉体の変容のエネル

ギーが皮膚の外側に発散 されるか, それ とも皮膚

の内側に留 まっているかの違いである。従って両

者は同じように人間の生命の行為であ り, 同じエ

ネルギーを起動力 としているのであるから, 人間

について語る能力の優i劣はつけ難いのである。

 肉体が多 くの真実を語れることを劇作家はよく

知っている。この点をLeslie Kaneは 次のように指

摘 している。「沈黙を絶対に信頼することによって, 

劇作家は時間を拡大 したり凝縮 した りして同時性, 

停止, 消滅 という移行 ・変化 ・変遷の状態を合成

することが出来る。過去 と現在と未来は沈黙の世

界において癒合する。そ して永遠の危機と広大な

ケイオスを交流させるのだ」(23)。このように沈黙の

価値は舞踊家 と同じように言葉による芸術 を専門

とする人は認め, その哲学的な意味を追求する。

アメリカの劇作家工一ジン ・オニール(24)も沈黙

が最 も雄弁であると語っている。

 さてAmericaは この舞踊論 を支える一つの典型

である。もちろんAmericaに は人種, 文化, 年齢, 生

活を描写する芸術的な処理がた くさん施 されてい

る。目まぐるしく移行する文化や人種の描写は内

包されたエネルギーを歪めることはない。肘, ト

ル ソー, 手首, ヒー ル の使 い方, また ター ンや ジ ャ

ン プや ジェ ス チ ャー は どれ一 つ とっ て も彼 らの 生

活 で あ り, 皮 膚 の 内側 の エ ネ ル ギ ー の変 容 と して

見 え て くる。Oklahoma!でAgnes de Milleが 果 敢 に

拒 否 した タ ップ ・ダ ンス(25)がWest Side Storyの

Americaと い う ダ ンス の 中 で は, ア メ リカ の 中 の

プ エ ル トリカ ンを, 換 言 す れ ば ア メ リカ社 会 に融

合 され な い プ エ ル トリカ ンの悲 しい ア メ リ カナ イ

ズ の姿 を象 徴 して い る かの よ う に写 る。

さい ご に

 musical playに お け る ダ ンス の演 劇 的;機能 に つ

い て の考 察 はす べ て の項 目 を論 ず る こ とが で きな

か っ た。 今 回 の論 文 で は2.シ ー ンの ム ー ドや雰

囲気 を作 り出す 機 能, 5.シ ー ンの ク ラ イマ ッ クス

を維 持 す る機 能, 6.登 場 人 物 の 性 格 を表現 す る機

能, 7.ス ペ ク タ ク ル を構 築 す る機 能 につ い て言 及

す る余 裕 が なか っ た。 論 証 にあ た って は 多 くの研

究 論 文 や 資 料 を参 照 させ て も らっ た が, 20年 前 に

観 劇 した時 の 覚 書 や 当 時 の 劇評 な ど とか な り解 釈

の上 で 食 い 違 って い る事 実 に気 づ い た。 また正 確

を期 す ため に ビデ オ ・テ ー プ を参 照 したが, は と

ん どが 映 画 作 品 で あ る こ とか ら観 劇 した舞 台 とは

か な り違 う もの で あ る こ と を改 め て発 見 した。 固

定 化 で き ない 芸術 を論 究 す る こ との難 し さ とこ の

論 文 を執 筆 す るた め に用 い た方 法 論 の まず さ を痛

感 した。

 美 学 的 で も, 芸 術 学 的 で もな い, 新 しい切 口 を

試 み る こ との必 要 性 を強 く感 じて い る。 機 会 が あ

れ ば, 今 回書 き残 した項 目に つ い て の考 察 と新 し

い 方 法 論 に よる ア プ ロー チ を試 み た い と考 え て い

る。

註

(1)Random Houseが!958年 に 出 版 したWest Side

Story(A Musical〈Based on a conception of Jerome

Robbins>)のAct One, Scene lの ト書 きを紹 介 す る。

この 台 本 は もち ろ ん初 稿 で は な い。 初 演 の 稽 古 以

来, 多 くの演 出, 演 技, 音 楽, ダ ンス等 の変 更 が

行 わ れ, 実 際 出 来 上 が っ た 舞 台 を も と にArther

Laurentsが 書 き改 め た上 演 台 本 で あ る。

第 一幕 第 一場

午 後5時

舞 台 は街 の大 通 り と路 地。 レ ンガ の壁。

 オ ー プ ニ ング は音 楽 的 で あ る。 半 分 は ダ ンス, 

半 分 は パ ン トマ イ ム で あ る。 時 々, 短 い台 詞 が 入

る。 二 組 の テ ィ ー ン ・エ イ ジ ャ ー の グ ル ー プ, 

ジ ェ ッ ト団 とシ ャ ー ク団 の 激 しい 抗 争 の 姿 を表 現

す る。 両 者 と も独 自 の これ み よが しの格 好 を して

い る。 もみ あ げ を伸 ば した長 髪 の 少 年 た ち はい き
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いきと動 きまわ り, 小生意気な笑いを浮かべてい

る。 シャーク団はプエル トリコ人, ジェット団は

典型的なアメリカ人である。

 まずジェット団が陣をとるところから始まる。

ショバ(場 所)を 確保 して喜び, 悦 にいる。リー

ダーはリブである。彼は情熱的, 行動的, 知的で

あるがやや無謀なところがある。彼の副官はジゼ

ルである。身体が大 きくてスローモーだが, 着実

で人のいい奴である。メンバーのうちで最年少は

ベイビー ・ジョンである。彼は何 もかも, 自分が

ジェット団の一員であることも気に入らないのだ1

いつ も大人ぶろうとしている。彼の仲間はエイラ

ブという名前の, 破裂 しそうに生 きのいい情報屋

である。すべてが楽 しく, 何事にも深刻にならな

いことが一番だと思っている。行動はすこぶる攻

撃的で, 怒った体を丸 くした猫みたいだ。眼鏡を

かけた, わけ知 り顔のスノー ・ボーイ以下の少年

たちについてはだんだんわかるようになるだろう, 

 ジェット団の陽気なムー ドはシャーク団のリー

ダー, ベルナル ドの登場で断ち切られる。ベルナ

ル ドは美男子で, 自尊心が強 く, 気が変わ りやす

く, 喧嘩腰のところが見える。 ジェット団は数で

圧 しているので彼を追い払う。ベルナル ドは他の

シャーク団員を連れて引き返して来るが, 再び追

い返されてしまう。しかし数で優位 にたっていた

ジェット団の強さも徐々に脅かされるようになる(

喧嘩の序盤戦は静かに始 まる。一人が脚をすくわ

れ, 一人がメリケン粉袋製のサックでなぐられ, 
一人が唾を吐 き掛けられる。その都度, 吐き掛け

た方は大げさに謝罪する。

 エイラブは飛行機の真似をしなが ら, 敵が不意

に姿を消 したあたりへやって来る。彼は満足 して

飛び回る。あたりがシーンと静まり返っている。

 その時, 塀の上からベルナル ドが飛び降りる。

続いて, 別のシャークが次々に現れ, あわてふた

めいて逃げようとするエイラブの行 く手をさえぎ

る。塀の上にはシャークの一人が見張 りの位置に

つ き, 他の者がエイラブを包囲 し, こず き, なぐ

る。最後 にベルナル ドがエイラブの上にの しか

かって耳を突き刺す真似をする。見張 りが口笛を

吹 く。ジェット団が散る。シャーク団 も散る。全

員が姿を消す。

(2)出 版された代表的なmusical comedy(Pulitzer

Prize, NY Drama Critics Award for Musical, Tony

Awardsの うち, いずれか二つ以上の賞を付与され

た作品)の 上演台本, また演劇年鑑, ミュージカ

ル年鑑に記録 されている制作スタッフは概ね次の

ようになっている。(もちろん演劇制作のスタッフ

はこの他に演出, 舞台デザイン, 照明デザイン, 

衣装デザインなどいろいろな職能の人たちが参加

しているが, musical playの 基本的なコンセプトに

直接関わるスタッフとは以下のリス トにかかげた

人たちであると通常考えてよいだろう。)

"Oklahoma" Music by Richard Rodgers 

 Lylics and Book by Oscar Ham-

 merstein II, based on Lynn 

 Riggs's play "Green Grow the 

 Lilacs" 

 Choreographed by Agnes de Mule 
"The King and I" 

 Music by Richard Rodgers 

 Lylics and Book by Oscar Ham-

 merstein II, based on Margaret 

 Landon's novel. "Anna and the 

 king of Siam" 

 Choreographed by Jerome Bob-

 bins 
"West Side Story" 

 Book by Arther Laurents 

 Music by Leonard Bernstein 

 Lylics by Stephen Sondheim 

 Entire production directed and 

 choreographed by Jerome Robb-
 ins 

"Fiddler on the Roof" 

 Music by Jerry Bock 

 Lylics by Shelden Harnick 

 Book by Joseph Stein, based on 

 stories by Sholom Aleichemincl. 
 "Tevye's Daughters" 

 Directed and choreographed 

 by Jerome Qobbins 
"Man of Lamancha" 

 Music by Mitch Leigh 

 Lylics by Joe Darion 

 Book by Dale Wasserman, 

 Choreographed by Jack Cole

この ようにmusicalplayの 中心 となる創造 ス

タッフは台本作家, 作詞家, 作曲家, コレオグラ

ファーの四人であり, 四人のコンセプ トの総合的

な作品として上演が位置づけられるべきだろう。

(3)吉 田秀和 『「ウエス トサイ ド物語」の成功』, 

朝日新聞 「音楽展望」, 1979年4月20日 夕刊

このことを日本人で最初に分析的に論評 したの

は吉田秀和であろう。彼は 「朝日新聞」の記事の

中で以下のように述べている。「私は今から三十年

近 くも昔, はじめてニューヨークにいった時, バ

ランシーン振 り付けのバレエで, 集団を動かす踊

りとして高度の理論性 と表現力を持ったものが発

達 しているものに触れて, 強い感銘を受けた。〈ウ
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エス トサイ ド物語〉の基本的発想 と振 り付けをし

たジェローム ・ロビンスは, このバランシーンの

仕事の延長の上に, 集団の踊 りであって, しかも

ほとんど言語化 したといってもいい くらいの表現

性, 言語性 をもったダンスをつ くりあげるのに成

功 したといっていいのだろう。この作品のはじめ

の二つの対立する集団の衝突のシーンから, 例の

最 も有名な 《クール ・クール》の踊 りをは じめ, 
いたるところでこの曲の緊張と迫力 を積み重ねて

いく群舞の数々は, 表現の力強さと精密 さで, ま

れにみる高 さに:達している。i

(4) Christena L. Schlundt, "Jerom Robbins and His 
Contribution to the Theatre The of Musical Comedy" 

, edited by Gren Loney, Musical Theatre in America, 
Greenwood Press, 1981, p.334. 

(5) Richard Kislan, The Musical, PRETICEHALL, 
1980, p.226. 
Peter Barkworth, Broadway Musical, ABRAMS, 1980, 
n_ 1 04 

_

(6)ニ ュ ー ヨ ー ク, St.JamesTheatre, 1943年3月

31日 初 演。 シ ア タ ー一 ・ギ ル ド制 作。2, 212回 連 続 公

演 さ れ る。 演 出 ・RoubenMamoulian, 舞 台 装 置 ・

LemuelAyers, 衣 装 ・MilesWhite, 音 楽 監 督 ・Jacob

Schwartzdorf, オ ー ケ ス ト レ ー シ ョ ン ・Robert

RussellBennett。 こ の 作 品 の ロ ン ド ン公 演 は1947年

4月29日, LaneTheatreで あ っ た。1, 548回 連 続 公

演 さ れ る。

(7) Editor in Chief : Stanley Hochman, Encyclopedia 
of World Drama, McGraw-Hill Book Company, 
Vol.3, 1984, pp.456-462. 
Kurt Ganzl, The British Musical Theatre, Vol.l, THE 
MACMILAN PRESS LTD, 1986, pp.59-60.
(8)JohnGayの"TheBeggar'sOpera"は1729年 に

制 作 され, 1751年 ア メ リカ に向 けて 輸 出 され た。

この 作 品 は ヨ ー ロ ッパ か ら の移 民 が そ れ まで ヨー

ロ ッパ や 英 国 か ら輸 入 してい た イ タ リ ア ・オ ペ ラ

とは ま った く異 質 の 作 品 で あ った。 非 常 に強 烈 な

社 会 風 刺 と ア ジテ ィ シ ョンが オペ ラ台 本 に盛 り込

まれ, 人 々 の モ ラ リ テ ィ に大 きな ゆ さぶ りを掛 け

た。 また 音 楽 的 に は話 し声 に近 い デ ィ ク シ ョ ン を

多用 す る こ と に よ って 強 烈 な 出 来事 を舞 台 の上 に

展 開 す る こ とが 出 来 た。

(9) Stanley Green, Encyclopedia of the Musical 
Theatre, Da Capo Press, Inc., New York, 1976, p.471 
 Abe Laufe, Broadway's Greatest Musicals, Funk 

and Wagnalls, 1972, pp.421-2. 
 Kunt Ganzl, The British Musical Theatre Vol.2, 

MACMILLAN PRES 5, 1986. 

(10) Robert Benedetti, The Actor at Work, Prentice-
Hall, Inc., 1981, pp.197-207.

(11)フ ラ ン シ ス ・フ ァ ガ ソ ン著, 山 内 登 美 雄 訳

『演 劇 の 理 念 』, 未 来社, 1958年, p.322, p.328.

(12)註(1)参 照。

(13) Lehman Engel, WORDS WITH MUSIC The-

Broadway Musical Libretto, Schirmer Books, A 

Division of Mamillan Publishing Co., Inc., 1981, p.75.

(14)矢 代 静 一 作 著 『写 楽 考 』(戯 曲 「宮 城 野」), 

河 出書 房 新 社, 昭和47年, p.101-2.

(15)1949年4月7日, ニ ュ ー ヨ ー ク, Majestic

Theatreで 初 演。1925回 連 続 上 演。MusicbyRchard

Rodgers, Lylics by Oscar Hammerstein II, Bookby

Osca Hammerstein II Iand Joshua Logan. 台 本 は

James Michener のTales of the South Pacific を 下 敷

に して書 か れ た。 演 出 ・Joshua Logan, 舞 台 装 置

及 び 照 明 ・Jo Mielziner, 衣 装 ・Motley, 音 楽 監

督 ・Salvatore Dell'Isola, オー ケ ス トレー シ ョ ン ・

Robert Russell Bennetto

(16)ibid.Richard Kislan, The Musical, p.173-4.

(17)戯 曲の テ ーマ につ い て の 考 案 は そ の 時代 の社

会 的, 思 想 的 な特 徴 を反 映 して い る よ うに思 わ れ

る。 例 え ばMarvin Carlson のTheory of the Theatre

の 第15章, 第16章 で19世 紀 ヨー ロ ッパ の演 劇 論 に

つ い て 論 じて い るが, テ ー マ につ い て論 述 す る に

あ た りGustav Freytagの 理 論 を 紹 介 し て い る。

Freytagの 演 劇 論 の基 礎 とな る理 念 は 「偉 大 な現 代

劇 の 中で の 人 間 存 在 の 理 由 は神 の存 在 理 由 と同 じ

で あ る。 そ こで は 劇 の 効 果 とは美 し く透 明 で あ り, 

歓 喜 に満 ち た 向 上 で あ る」 と説 い て い る。 こ の よ

うな 演 劇 観 は 必 然 的 に 劇 の テ ー マ に一 定 の枠 を当

て は め る こ と にな る。19世 紀 後 半 の演 劇 を受 け継

い だ20世 紀 の 演 劇 もテ ー マ に つ い て の研 究 が 盛 ん

で あ っ た と言 え よ う。1953年 に 出版 さ れ たJohn

van Drutenの Playwright at Workは 優 れ た研 究 の 一一

っ と言 わ れ て い る。 彼 は そ の著 書 の 中 で 「テ ーマ

の 妥 当性 」 と 「観 客 を不 愉 快 にす る テ ーマ 」 につ

い て論 考 して い る。

しか し今 日の よ うに演 劇 の意 味 が 多 様 化 し, そ

れ に つ れ て演 劇 の形 式 も ドラマ ツ ル ギ ー とい う呪

縛 か ら解 放 さ れ る よう に な る と, 演 劇 の テー マ は

ど うあ るべ きか とい う考 察 は少 な くな っ た よ う に

思 わ れ る。

(18)ア メ リカ のm usical comedyは1920年 代 に小 さ

いが 一 つ の発 展 を もた ら した と言 わ れ てい る。 そ

れ は黒 人 た ち を舞 台 に登 場 させ た こ とで あ る。 ア

メ リカ人 口の お お よそ 半 分 とい わ れ る黒 人 た ちの

ため の 娯 楽 作 品 を制 作 す る よ う に な っ たの で あ る。

黒 人 た ちの ため のmusical comedyは 同 時 に黒 人 た

ちが 抱 え てい る問 題 を訴 え る作 品 で もあ った。 主

な作 品 と して は次 の よ う な もの が あ る。
"Shuffle Along" 

 1921 ; Book by Miller and Lyle.music by 

 Eubie Blake, lylics by Noble Sissle. 
"Deep River" 

 1926; Book and lylics by Laurence
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 Stallings, music by Franke Harlings. 
 "P

orgy and Bess" 
 1935 ; Book and lylics by DuBose 

 Heyward and George Gershwin, music 
 by George Gershwin. 

(19) Maureen Needham Costonic, "The French 
Connection : Ballet Comes to America", Musical 
Theatre in America edited by Grenn Loney, Green-
wood Press, 1981, p.279. 

(2Q) Elika Simon, translated by C. E. Vafopoulou --
Richardson, The Ancient Theatre, Muthuen, 1982, 

nn.2-5.
(21)山 浦 拓 造 著 『シ ェ クス ピア 音 楽 論 ・序 説 』, 

泰 文 掌.1970年.DD.198-230.

(22) ibid. Richard Kislan, The Musical, p.232. 

(23) Leislie Kane, The Language of Silence, 
Associated University Presses, 1984, p.182

(24)ユ ージン ・オエール(!888.1953), アメリカ

の劇作家。彼は4回 「ピューリッツア賞」を受け

る。第一 回は 『地平の彼 方』(1920), 第二回は

『アンナ ・クリスティ』(1921), 第三回は 『奇妙

な幕間狂言』(1928), 第四回は 『夜への長い旅路』

(1956)に 対 して与えられた。1936年 にノーベル

文学賞を授与する。彼が登場するまでのアメリカ

演劇は通俗的なメロ ドラマと軽演劇に限 られてい

た。従って文学作品 として評価されるような戯曲

はまったくといってよいはど存在 しなかった。そ

ういう状況の中で, 彼は真のアメリカの悲劇を創

造 しようとした。 しか し彼の終局の目的は単にア

メリカの悲劇を書 くことではなかったようだ。彼

の戯曲形式の激 しく変転する足跡は, 彼が体験 し

てきた人間の意味を問い続ける創作活動であった

と言えよう。彼は自伝的な劇作家だと言われる。

事実, 彼は自分が体験:したこと以外 を書かないと

書いている。彼は個人の関係 を人間同士の関わ り

よりも社会との関わ りにおいてとらえている。現

代人が抱える問題はかつての神に対する考え方が

消滅 した今, 不完全な科学と物質の文化の力では

救われない点にあると言 う。従って人間が本源的

に持っている宗教に帰依する本能を認めなければ

ならない。劇作家としての彼の活動はこの新 しい

信仰 を発見することに費やされたと言ってよかろ

う。

(25) ibid. Christena L. Schlundt, "Jerome Robbins and 
His Contribution to the Theatre of Musical Comedy", 

p.336.こ の 論 文 の 中 の 一 節 に次 の よ うな 記 述 が あ

る。 「タ ップ ・ダ ンサ ー の 立場 か らす れ ば, 〈Agnes

deMilleは ダ ンス をブ ロ ー ドウ ェ イ ・ミュー ジ カル

の 中 に しっか りと位 置 づ けた。 しか し同 時 に また

タ ップ ・ダ ンサ ー た ちの 地位 をバ レエ ・ダ ンサ ー

や モ ー ダ ン の ダ ン サ ー た ち の 地 位 と交 換 して し

ま っ た 〉とMarcia B.Siegel は報 告 して い る。 そ れ

は恐 らくバレーやモーダンのダンサーたちが劇の

ス トーリーを発展 させることが出来たのにもかか

わらず, タップ ・ダンサーたちは手をこまねいて

いたからであろう」

(本論文は, 第28画舞踊学会における講演をもと

に作成 した。)

*1989年 度秋季第28回 舞踊学会

『舞踊學』第13号別冊 より転載
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